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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

 本論文は、カンボジア王国（以下カ国とする）後期中等教育段階から高等教育段階において

科学技術系（STEM）人材への進路選択に関わる要因を見出そうとする研究である。 

 第 1章では、研究の背景や目的について述べ、カ国における（１）高校生の科学系コース選

択の要因（２）理系・文系コース別の生徒の変容（３）文理コース分けの科学技術系専攻選択

に対する効果を明らかにするという課題を導出した。第 2章では先行研究から、4つの専攻選

択のモデルを示し、包括的なモデルを作成した。第 3章では、先行研究をレビューしカンボジ

アの教育制度や効果的な要因の抽出を行ったうえで第 4 章では方法論についての議論を行っ

た。第 5章では（１）の高校生のコース選択の要因について調査・分析を行い、①理数科の学

業成果、②科学に対する態度、③家族の科学に対する支援などが有益であるとの結果を見出し

た。第 6章においてはコース選択後の生徒の変容について分析を行った。その結果理系コース

を選んだ生徒は科学の重要性については認識しているがそれがすなわち科学系職業につくこ

とにはあまりつながっていないこと、性別は早い学年ではあまり作用していないこと。文理コ

ース分けは効果があるがその効果はあまり大きくはないことなどが指摘された。第 6章では、

理数科における双方向型授業のほうが、文理コース分けより効果があること、性的役割、学業

成績、家族の支えなどが要因として強く働くことなどが指摘された。 

本論文の各章は、下記の通り、査読付き国際論文誌に掲載されている。したがって、本論文

の著者は博士号（教育学）を授与されるに十分な資格があると認められる。 
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